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　愛媛マンダリンパイレーツ（ＭＰ）と高知ファイティング
ドッグスの試合が５月 28 日、城の台公園で行われました。
試合前に井上淳

じゅんいち

一教育長が「ホーム最終戦で、優勝マ
ジック２。大切な戦いが内子町で行われて、うれしい」
とあいさつ。特産品の贈呈などで選手を激励しました。
　試合はＭＰが８－３で快勝。２位の徳島が敗れたため、
ＭＰの前期優勝が決まりました。

城の台公園で四国アイランドリーグ公式戦

マンダリンパイレーツが勝利し前期初優勝

幅広い世代が魅せる自慢の芸

「第36回五十崎芸能発表会」

　内子町文化協会五十崎支部（山田清
きよあき

昭支部長）は５月
29日、内子町共生館で「芸能発表会」を開きました。
　まず特別出演の五十崎中学校吹奏楽部が、人気曲を軽
快に演奏。続いて昨年10周年を迎えた雛太鼓と、メン
バーの子どもで結成した子雛が初登場しました。その他、
大正琴や三味線、カラオケなどの10団体・130人が一堂
に会し、日頃の稽古や練習の成果を披露しました。

　「第４回小田深山ウォーク」（同実行委員会主催）が６月
12日、小田深山で開かれました。梅雨空の中、愛媛県内
から多くの人が参加し、新緑の小田深山を散策しました。
途中の休憩ポイントでは、地元の菓子を味わい、俳句コ
ンテストなども行いました。俳句の優秀作品は「小田深
山歩けばそこに山ボウシ」に決定。ゴール後のお楽しみ
抽選会では楽しそうな声が響いていました。

爽やかな新緑の贈り物

雨上がりの渓谷でウォーキング

　特定非営利活動法人「内子未来づくりネットワーク」（通
称：うちみづネット、中口毅

たかひろ

博代表理事）の設立大会が
６月４日、内子町共生館で開かれました。
　うちみづネットの会員数は約 100 人。子どもの環境学
習の支援などを通して、内子町のさらなる活性化を目指
して活動する予定です。設立大会では各役員が「内子町
と子どもたちのために頑張りたい」と抱負を語りました。

子どもたちが健全に育つ環境づくり

「内子未来づくりネットワーク」設立大会

1_棚田オーナーの田植え。初めて参加した人が多いグ
ループで、楽しそうな声が響いていた　2_天神小の田
植え。丁寧に植えようと、真剣な表情で取り組む

高知に勝利し、弓岡監督（左）とハイタッチする選手たち

初舞台に立った子雛の太鼓演奏

五感で感じる棚田の素晴らしさ

泉谷の棚田で田植え体験

　棚田百選の泉谷の棚田では、美しい景観の保全を考え
ようと、多くの人が田植えを体験しました。
　泉谷地区棚田を守る会（上岡満

みつえ

榮会長）は５月 22 日、
棚田オーナーの田植えを行いました。棚田オーナー制度
は、稲作体験を通じて都市との交流を図り地域を活性化
することが目的。今年は松山市などから、14 組 42 人が
参加しました。裸足で入った田んぼの感触に声を上げる
人や、気持ち良さそうに泥に足を突っ込む子どもたちな
ど、楽しそうに田植えをする姿が見られました。昔なが
らの手植えで「腰が痛い」と言いながらも、すがすがし
い汗を流していました。
　６月２日には、天神小学校の４年生 31 人が田植え体
験活動を行いました。児童たちは上岡会長に教えられた
とおり、赤い目印の付いたロープに沿って一列に並び、
苗を４～５本ずつ取って上手に植えていました。田植え
をした後は、地域の人たちがつくった棚田米のおにぎり
――。児童たちは真っ白な塩むすびを両手に持って、お
いしそうにほおばっていました。

みずみずしい新緑を楽しむ参加者

抱負を語るうちみづネットの役員の皆さん
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自立・協調・感謝の気持ち――
通学合宿で学んだ大切なこと

　子どもの生きる力や、地域愛を育むことを目的とした
「第２回立川小学校通学合宿」（同実行委員会主催）は６
月 16 ～ 18 の３日間、立川自治会館で開かれ、立川小学
校の５・６年生の 10 人が参加しました。
　初日に行われた開村式では、村長役の東自治センター
館長・寳泉武

たけのり

徳さんが「自立、協調、感謝の気持ちで、
通学合宿に臨んでほしい」とあいさつしました。早速、
会議を開いて役割分担などを決めた子どもたちは、掃除・
洗濯・食事づくりを自分たちの力でする、協同生活を始
めました。
　２日目にはドラム缶風呂と肝試し、３日目には座禅や
ピザ作りなど、普段はできない体験をしながら協同生活
を送る仲間たちとの楽しい思い出をつくりました。閉村
式では児童代表の森山翼

つばさ

くん（６年）が「合宿を通して、
自分のことは自分ですることを学んだ。この経験を生か
して、家でも手伝いを頑張りたい」と手伝ってくれた地
域の人たちやスタッフに感謝の言葉を述べました。

1_閉村式で記念撮影をする参加者とスタッフ　2_福
成寺で座禅を体験　3_洗濯板を使って洗濯する子ど
もたち　4_一緒に寝るのも楽しい思い出の一つ
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